
児童扶養手当に伴う申告書

　裏面の「児童扶養手当の受給者の皆様へ」を熟読したうえで、趣旨・目的を理解しましたか。そのうえで、下記に署名し、児童扶養手当の現況届にあたり下記の質問に答えてください。

年　　月　　日　

[bookmark: _GoBack]署　名　　　　　　　　　　　


○「養育費等に関する申告書」の記載に虚偽はありませんか
あり ・ なし　

○母子または父子の他に一緒に住んでいる両親等はいませんか
　母子または父子の他に同居している方がいれば【あり】になります。
　　　　　　あり ・ なし　

○実際に児童を監護または養育していますか
いる ・ いない

○施設等に入所している児童はいませんか
いる ・ いない

○受給者の事実婚等はありませんか
あり ・ なし　


 (
★一緒に住んでいる異性はいませんか。事実婚とは、当事者に社会通念上夫婦としての共同生活と認められる事実が存在することです。
★同居していなくても、定期的な訪問と生計費の援助を受けていることはありませんか。
)　

＊児童扶養手当の受給者の皆様へ＊

　従来から児童扶養手当を受給している方も再度制度の趣旨をご理解ください。現況届に来る前に必ずご一読ください。

児童扶養手当の趣旨
◆　離婚等により、父または母が１人で子どもを育てながら、働き、子どもと生活をするために必要な収入を得ることは大変なことです。
　　このため、このような家庭の生活の安定と自立を促すために、国民の皆様が納めた税金をもとに、児童扶養手当として父子家庭または母子家庭の方々に支給しているものです。

◆　離婚しても、別れた父または母の児童に対する扶養義務はあります。別れた父または母は、児童の扶養のために養育費を支払う義務があります。
　　父または母から養育費を受けている方は、それだけ家計の収入が増えますので、児童扶養手当の一部をご遠慮いただく場合があります。

適正な受給のための調査等
◆　このように児童扶養手当は貴重な税金をもとに支給しています。このような趣旨を踏まえ、児童扶養手当の申請、受給は、定められた方法に従って正しく行っていただく必要があります。

◆　児童扶養手当を適正に支給するために、現況届など各種の書類を提出していただいているところですが、制度の改正により、新たに、養育費等に関する申告書を提出していただくようになりました。これは、ご説明した児童扶養手当の趣旨を踏まえ、児童扶養手当の適正な申請、受給のために提出していただくものです。これは、児童扶養手当法第２８条に基づき、提出をお願いするものです。

◆　児童扶養手当法第２８条に基づき、提出していただいた資料だけでは、児童扶養手当を適正に支給するために、必要な事項について確認が取れない場合は、調査をさせていただくことがあります。これは児童扶養手当法第２９条に基づき、行うことができるものです。
　　例えば、受給資格があるのか（同居している方や生計を維持している方の有無など）、または収入の状況などについて、質問をしたり調査したり、書類の提出を求めたりすることがあります。
　　具体的には、住居の賃貸借契約書の写しや預金通帳等を見せていただくなど、適正な支給を行うために、皆様のプライバシーに立ち入らざるを得ない場合がありますが、この点につきましては、十分ご理解ください。このような質問や調査の結果については、秘密を厳守しますのでご安心ください。

ご注意
◆　このような質問や調査に応じていただけない場合は、児童扶養手当法第１４条に基づき、手当額の全部または一部を支給しないことがありますのでご留意ください。

◆　また、必要な書類等を提出していただけない場合は、児童扶養手当法第１５条に基づき、手当の支払いを差し止めることがありますのでご留意ください。

◆　さらに、万が一、偽りの申告など不正な手段で手当を受給した場合については児童扶養手当法に基づき、下記の罰則がありますので十分ご注意ください。
　①お支払いした額を返還していただくことがあります。（児童扶養手当法第２３条）
　②３年以下の懲役、または３０万円以下の罰則に処せられることがあります。（児童扶養手当法第３５条）
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年月日

署名

○「養育費等に関する申告書」の記載に虚偽はありませんか

あり・なし

○母子または父子の他に一緒に住んでいる両親等はいませんか

母子または父子の他に同居している方がいれば【あり】になります。

あり・なし

○実際に児童を監護または養育していますか

いる・いない

○施設等に入所している児童はいませんか

いる・いない

○受給者の事実婚等はありませんか

あり・なし

★一緒に住んでいる異性はいませんか。事実婚とは、当事者に社会通念上夫婦としての

共同生活と認められる事実が存在することです。
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